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平
成
15
年

１
月

馬
場
・
中
山
・
名
足
漁
港
が
合
併
し
「
ば
な
な
漁
港
」

に
名
称
変
更

３
月

「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
本
吉
郡
南
部
自
治
体
研
究
会
」

へ
参
画

４
月

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
開
始

６
月

「
志
津
川
町
・
歌
津
町
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
」
設

置

８
月

「
志
津
川
町
・
歌
津
町
合
併
協
議
会
」
設
置

12
月

「
広
報
う
た
つ
」
３
０
０
号
発
刊

平
成
16
年

１
月

志
津
川
町
と
の
合
併
後
の
新
町
の
名
称
が
「
南
三
陸
町
」

に
決
定

５
月

町
長
に
牧
野
駿
氏
当
選

11
月

ア
ワ
ビ
稚
貝
の
標
識
放
流
開
始

平
成
17
年

１
月

志
津
川
町
と
合
併
協
定
調
印

２
月

合
併
に
関
す
る
「
廃
置
分
合
」
関
連
4
議
案
が
歌
津

町
・
志
津
川
町
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

宮
城
県
知
事
へ
合
併
申
請

２
月

戸
籍
事
務
の
電
算
化
運
用
開
始

３
月

歌
津
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
修（
耐
震
化
）事
業
完
成

３
月

宮
城
県
知
事
よ
り
廃
置
分
合
決
定
書
交
付

３
月

Ｊ
Ｒ
歌
津
駅
乗
車
券
発
売
所
完
成

４
月

歌
津
町
商
工
会
が
志
津
川
町
商
工
会
と
合
併
し
「
南
三

陸
商
工
会
」
誕
生

４
月

町
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
総
務
大
臣
よ
り
官
報
に
て
告

示（
総
務
省
告
示
第
4
4
2
号
）

９
月

歌
津
町
閉
町
記
念
式
典
開
催

３
月

高
区
地
区
簡
易
水
道
完
成

３
月

老
人
保
健
施
設
「
つ
つ
じ
苑
」
完
成

３
月

志
津
川
消
防
署
歌
津
出
張
所
移
転
新
庁
舎
完
成

４
月

介
護
保
険
制
度
開
始

５
月

町
長
に
牧
野
駿
氏
当
選

６
月

イ
タ
リ
ア
共
和
国
べ
ザ
ー
ノ
町
長
と
国
際
電
話
対
談
実

施

７
月

平
成
の
森
を
会
場
に
第
41
回
宮
城
県
消
防
操
法
大
会
開

催

10
月

歌
津
町
ポ
イ
捨
て
禁
止
及
び
環
境
美
化
を
推
進
す
る
条

例
施
行

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
５，
６
４
２
人
　
　
世
帯
数
１，
３
９
２

世
帯

平
成
13
年

２
月

伊
里
前
小
学
校
校
舎
新
築
落
成

３
月

イ
タ
リ
ア
共
和
国
べ
ザ
ー
ノ
町
公
式
訪
問（
15
名
）

５
月

「
う
た
つ
山
海
市
」
開
所

９
月

第
56
回
み
や
ぎ
国
体
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技（
デ
モ

ス
ポ
行
事
）開
催

10
月

み
や
ぎ
国
体
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
開
催

10
月

み
や
ぎ
国
体
成
年
女
子
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
開

催（
志
津
川
町
・
津
山
町
と
合
同
開
催
）

12
月

本
吉
町
と
の
行
政
界
確
定
協
定
締
結
調
印

平
成
14
年

３
月

伊
里
前
地
区
公
共
下
水
道
事
業
「
歌
津
浄
化
セ
ン
タ
ー
」

完
成
し
一
部
地
域
で
供
用
開
始

３
月

私
立
た
つ
が
ね
保
育
園
閉
園

３
月

歌
津
町
出
稼
者
連
絡
協
議
会
解
散

３
月

役
場
改
築
工
事
完
成

６
月

イ
タ
リ
ア
共
和
国
ロ
ー
マ
県
評
議
員
来
町

９
月

ワ
モ
ン
ア
ザ
ラ
シ
「
ウ
タ
ち
ゃ
ん
」
が
伊
里
前
川
に
来

遊
、
全
国
か
ら
マ
ス
コ
ミ
、
見
物
客
が
多
数
来
町

10
月

「
ウ
タ
ち
ゃ
ん
」
来
遊
記
念
「
ア
ザ
ラ
シ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
開
催

平成の森を会場に第41回宮城県消防操法大会開催
（平成12年）みやぎ国体旗・炬火リレー開催（平成13年）みやぎ国体成年女子9人制バレーボール競技開催（平成13年）

イタリア共和国ベザーノ町公式訪問
（平成13年）本吉町との行政界確定協定締結調印（平成13年）伊里前小学校校舎落成（平成13年）

伊里前小学校旧校舎

ワモンアザラシ「ウタちゃん」が伊里前川に来遊、全国
からマスコミ、見物客が多数来町（平成14年）

歌津浄化センター完成（平成14年）

志津川町と合併協定調印（平成17年）

アワビ稚貝の標識放流開始（平成16年）JR歌津駅乗車券発売所完成（平成17年）

青
森
の
短
大
を
卒
業
し
、
社
会
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
私
は
、
昭
和
62
年
４

月
、
歌
津
町
立
伊
里
前
保
育
所
の
臨
時

保
母
と
し
て
踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
伊
里
前
保
育
所
は
、
歌

津
町
伊
里
前
１
０
０
番
地
に
あ
り
、
見

上
げ
れ
ば
小
学
校
、
中
学
校
と
続
く
学

校
坂
の
真
下
に
建
っ
て
お
り
ま
し
た
。

私
が
お
世
話
に
な
っ
た
2
年
の
中

で
、
最
も
印
象
深
か
っ
た
出
来
事
は
、

昭
和
天
皇
の
御
崩
御
で
す
。

弔
旗
半
旗
を
挙
げ
歌
舞
音
曲
を
慎
み

な
が
ら
の
保
育
は
、
と
て
も
珍
し
く
不

謹
慎
な
が
ら
興
味
深
い
出
来
事
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

喪
が
明
け
て
「
平
成
」
と
年
号
が
公

布
さ
れ
る
と
何
故
か
そ
れ
ま
で
の
葬
送

の
雰
囲
気
が
払
拭
さ
れ
、
新
た
な
時
代

の
到
来
を
予
感
さ
せ
た
も
の
で
し
た
。

伊
里
前
保
育
所
が
現
在
地
に
移
転
し

て
早
10
年
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

未
満
児
保
育
の
充
実
や
延
長
保
育
の
実

施
等
、
益
々
地
域
に
根
ざ
し
た
保
育
所

と
し
て
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
の
大
い
な
る
未
来
と
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
期
待
し
新

町
の
「
出
航
」
を
祝
福
致
し
ま
す
。 （田の浦）

佐藤 美香さん

平
成
の
大
合
併
に
よ
り

い
よ
い
よ
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、

「
南
三
陸
町
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

り
、「
歌
津
町
」
と
い
う
町
の
名
が
な

く
な
り
ま
す
。
歌
津
町
の
象
徴
の
一
つ

と
で
も
い
う
べ
き
田
束
山
を
正
面（
？
）

に
見
上
げ
る
田
表
（
中
在
）
で
育
っ
た

私
と
し
て
は
、「
う
た
つ
」
と
い
う
町

が
な
く
な
る
こ
と
に
一
抹
の
寂
し
さ
を

感
じ
ま
す
が
、
住
所
表
示
に
「
歌
津
」

が
残
る
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
ま
し
て

や
あ
の
海
や
山
が
突
然
消
え
て
し
ま
う

わ
け
で
も
な
く
、
ま
ず
は
「
南
三
陸
町
」

と
い
う
船
が
、
希
望
に
彩
ら
れ
悠
然
と

出
航
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
仙
台
に
住
む
よ
う
に

な
っ
て
早
く
も
11
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
歌
津
町
出
身
者
が
自
分
の

中
に
ふ
る
さ
と
歌
津
の
イ
メ
ー
ジ
と
い

う
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
場
合
は
食
べ
物
も
そ
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
？

ふ
る
さ
と
自
慢
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
宮
城
県
は
全
国
で
も
美
味
し
い
も

の
が
数
多
く
揃
っ
た
県
で
あ
り
、
さ
ら

に
そ
の
中
で
も
歌
津
・
志
津
川
ほ
ど
多

様
で
豊
か
な
食
材
に
恵
ま
れ
た
地
域
も

な
い
の
で
は
…
な
ど
と
、
常
々
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
四
季
折
々
に

魅
せ
る
自
然
の
風
景
は
ま
さ
に
歌
津
の

大
切
な
財
産
で
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
、

「
南
三
陸
」
と
い
う
名
称
に
ふ
さ
わ
し

い
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
情

緒
と
自
然
が

豊
か
で
人
間

味
溢
れ
る
町

で
あ
れ
ば
と

願
い
ま
す
。

仙台市在住
（中在出身）

大津 充さん

（2001～2005）
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時


